
 

８月３日、水曜日。今日がいよいよ Hobsonville Point Secondary Schoolへの最後の登校でした。 

午前中は ESOLの授業を受けましたが、学校内では附属の小学生がやってきて、交流したり研究発

表をしたりする “project”の時間がありました。 

藤高生もそこに交じって、現地高校生の発表を見て歩いたり、交流を楽しんでいたように思います。 

 

ESOLの授業が終わり、いよいよ「さよならパーティ」！！！！ 

予想以上に多くの生徒がパーティに出席してくれました。 会場でバディたちとお話をしながら、

ピザランチを食べ、お腹いっぱいに…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは校長先生より、certificate（修了証）の授与式です。 

我々教員も表彰していただきました。 

 

 

 

 

その後、生徒によるスピーチ。さすが３年生！と思わせるよ

うなスピーチで、「ここに来て本当によかったなぁ」と改めて

実感した瞬間でした。 

 

 

 

場所を変えて、藤高生によるプレゼンテーションです。日本の遊びや文化を紹介するもので、 

６チームに分かれて、プレゼンを行いました。これもまた予想以上の盛り上がりで、「福笑い」 

「けん玉」「紙ふうせん」は、特に大人気だったように思います！！ 

 

 

 

 

 

 

 

そして、サプライズも… Happy Birthday, Mitani Sensei! 

最後には、全員で「上を向いて

歩こう」と「Country Road」を

合唱しました。現地の生徒たち

も、聞き入ってしまうほど、と

ても感動的な時間だったと思

います。動画をお見せしたいほ

ど素晴らしいものでした！ 

 

みんな、“confidence”を得た！という感じ。 

 

今年はニュージーランドへと研修先を変えましたが、本当に人が優しくて、「場所は違っていても、

人間が中に持っているものは同じなんだなぁ」と感じさせられました。人種の違い、文化の違い、

食べ物の違い。多くの「違い」を知ることももちろん大切ですが、「共通しているもの」に気づくこ

とはもっと大切なのかもしれません。 

 

本当に、良い海外研修でした！現地の学校関係者の方々、日本の協力して下さった方々、本当に

ありがとうございました。 

 

 

 

あとは無事に帰国するだけです！「家に着くまでが行事！」ということで、

気を付けて帰国したいと思います。 

 

これから事後研修！まだまだ頑張るぞー！ 


